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＊

＊ 上記の運用実績は過去の実績であり、将来の運用実績を示唆あるいは保証するものではありません。

出所：ゴールドマン・サックスから提供を受けたデータをもとに第一フロンティア生命作成

参照指数のお知らせ

2025年5月末現在

この商品は、第一フロンティア生命を引受保険会社とする生命保険です。預金とは異なり、また、元本割れすることがあります。

参照指数の内容

指数助言会社

アセットマネジメントOne株式会社

この資料は、5ページ構成です。必ず他のページとあわせてお読みください。 1／5ページ

参照指数の推移

＊ 設定日は2023年2月1日です。

参照指数の騰落率

騰落率
1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

参照指数

（ 2025年5月末 ）

0.21% -3.31% -4.56% -5.01% - -4.82% 95.70

非表示部分を四捨五入して表示しています。

参照指数の投資対象と資産配分比率

対象資産 投資対象
騰落率
（1ヵ月）

資産配分比率

前月末 当月末

＊

-1.05% 10.48% 12.33%

国内債券 日本国債先物 -1.14% 3.09% 7.21%

為替ヘッジ先進国債券 米国・欧州国債先物

新興国債券 新興国債券のETF（上場投資信託） 0.60% 1.90% 2.75%

国内株式 日本株式先物 5.05% 2.71% 3.50%

米国・欧州株式先物 6.70% 4.91% 5.28%

新興国株式 新興国株式先物 6.17% 0.65% 0.74%

参照指数の名称 指数スポンサー

国際分散投資戦略指数F（米ドル） ゴールドマン・サックス・インターナショナル

この資料は、積立利率変動型個人年金保険（21）（通貨指定型）の指数連動移行原資額を計算するために用いる参照指数の動向について説明するもので
す。

75.51% 65.99%

国内リート 日本のリート（不動産投資信託） 2.81% 0.24% 1.10%

先進国リート 米国・欧州のリート（不動産投資信託） 3.12% 0.51% 1.10%

先進国株式

＊ 1ヵ月騰落率は各対象資産を米ドル建てエクセスリターンに換算し、月末営業日の参照指数に対応する値を基に計算したものです。
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運用概況

資産配分と運用総額（ポジション量）の推移

＜市場概況＞

5月の先進国株式相場は、国内株式相場、米国株式相場、欧州株式相場、英国株式相場が前月末比でそれぞれ5.03%、6.15%、4.00%、3.27%となり、新興国株
式相場は上昇しました。一方債券市場は、日本10年債利回りは0.18%上昇（価格は下落）、米国10年債利回りは0.24%上昇（価格は下落）、欧州10年債利回りは
0.06%上昇（価格は下落）、英国10年債利回りは0.21%上昇（価格は下落）となり、新興国債券市場は上昇しました。不動産市場は、国内REITは1.75%、米国REIT
および欧州REITは、それぞれ上昇しました。

＜運用概況＞

参照指数（USD）は前月末比で0.21%上昇しました。組入資産のパフォーマンスについては、国内株式、先進国株式、国内リート、先進国リート、新興国株式は
プラスに寄与しました。国内債券、為替ヘッジ先進国債券はマイナスに影響しました。当月の運用総額（ポジション量）の平均は29.73%となりました。

【市場環境】
<リスク性資産>
国内株式市場は上昇しました。上旬は、日銀が利上げを見送り円安が進行する中、米英の貿易協定合意や米中協議の進展期待などから上昇しました。中旬
は、米中による大幅関税引き下げが好感されて上昇した後、為替が円高に転じたことや利益確定とみられる売りなどから下落に転じました。下旬は、米国の
対EU（欧州連合）関税の延期や、米裁判所による関税差し止め判断などが好感されたことや、円高一服から上昇しました。米国株式市場は上昇しました（ドル
ベース）。上旬は、米英の貿易協定合意や米中協議の進展期待などから上昇しました。中旬は、米中による大幅関税引き下げを受けて上昇しました。米国債
格下げの影響はほとんどみられませんでした。下旬は、低調な米国債入札結果を受けた米長期金利上昇や米国の対EU（欧州連合）関税引き上げ示唆から下
落しました。その後、対EU関税発動延期や米長期金利の落ち着きから下落幅を縮小しました。

<安定資産>
国内債券市場（10年国債）は下落（金利は上昇）しました。上旬は、日銀のハト派姿勢から金利は低下した後、米中関税引き下げ合意から金利は上昇に転じ
ました。中旬は、米国債格下げを受けた米金利上昇、軟調な入札結果などを受けて、金利は上昇しました。下旬は、日銀審議委員の超長期金利上昇を容認
する発言を受けて上昇した後、財務省による国債発行計画見直し観測が浮上し、金利は低下しました。米国債券市場（10年国債）は下落（金利は上昇）しまし
た。上旬は、ISM製造業景況感指数や雇用統計が堅調だったことや米英関税合意、米中関税引き下げ合意などから金利は上昇しました。中旬は、米関税交
渉を巡る懸念が和らぐ一方、米PPI（生産者物価指数）など軟調な米経済指標からもみ合いでした。下旬は、軟調な入札結果から金利は上昇した後、日本の超
長期金利の低下に連れて、米金利は低下しました。

【資産配分状況）】
当月は、先進国株式、国内株式への配分を引き下げた一方で、国内リート、為替ヘッジ先進国債券への配分を引き上げました。（月次戦略ベース、ボラティリ
ティ調整前）

■運用総額（ポジション量）の推移 ※２

この資料は、5ページ構成です。必ず他のページとあわせてお読みください。 2／5ページ

以下は、指数助言会社であるアセットマネジメントOneから提供を受けた情報を基に作成しています。

以下は、ゴールドマン・サックスから提供を受けた情報を基に作成しています。

＊

＊ 上記の運用実績は過去の実績であり、将来の運用実績を示唆あるいは保証するものではありません。

出所：ゴールドマン・サックスから提供を受けたデータをもとに第一フロンティア生命作成

※１ 投資対象資産全体を100%とした場合の内訳です。

※２ 短期金融資産を除く8つの対象資産（資産バスケット）の運用総額（ポジション量）の推移です。

■資産配分の推移 ※１

この資料は、積立利率変動型個人年金保険（21）（通貨指定型）の指数連動移行原資額を計算するために用いる参照指数の動向について説明するもので
す。
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この保険のしくみと特徴

この資料は、5ページ構成です。必ず他のページとあわせてお読みください。 3／5ページ



参照指数のしくみ

この資料は、5ページ構成です。必ず他のページとあわせてお読みください。 4／5ページ



この保険商品のご検討に際しては、必ず外貨建保険販売資格を持つ生命保険募集人にご相談ください。

この資料は参照指数に関する内容を参考情報としてお知らせするために作成したものです。ご検討・お申込みに際しては、
「契約締結前交付書面（契約概要／注意喚起情報） 兼 商品パンフレット」「ご契約のしおり・約款」などをお読みください。

［募集代理店］ ［引受保険会社］

この資料は、5ページ構成です。必ず他のページとあわせてお読みください。 5／5ページ
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この保険のリスクと費用について


